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表③　主な拡張事業 （千円） 

事業名（工事名） 地　　係 

配水管布設工事 
（市道6-6号線） 滝波町4丁目 2,184

浄土寺川ダム事業負担金 170字奥山 77,760

その他 22,898

拡張事業合計 102,842

事業費 
（工事費） 

表④　主な改良事業 （千円） 

事業名（工事名） 地　　係 

新道水源原水処理施設機械 
電気設備工事（18年度繰越） 

表②　財政状況 
【収益的収支（税抜）】 （千円） 

区分 

収入 

支出 

差引 

19年度決算額 18年度決算額 

312,773 

329,367 

－　16,594

316,018 

328,057 

－　12,039

【資本的収支（税込）】 （千円） 

区分 

収入 

支出 

差引 

19年度決算額 18年度決算額 

250,111 

418,078 

－167,967

342,228 

562,695 

－220,467

表①　業務状況 
業　務　量 前年度比 

21,509 人 

6,463 戸 

2,903,679 k 

2,394,217 k

82.45 ％ 

262,432.1 ｍ 

14,434 k 
（Ｈ20/2/24） 

－ 1.43％ 

－ 0.12％ 

－ 0.32％ 

－ 1.92％ 

 ＋ 16.96％ 

－ 1.62％ 

＋ 0.17％ 

荒土町細野 15,125

新道配水池無試薬形遊離塩素 
計取替工事（18年度繰越） 荒土町細野 3,665

平泉寺配水池劣化･耐震診断 
調査業務委託 平泉寺町平泉寺 3,203

第7次拡張事業変更認可設計 
業務委託 

平泉寺町平泉寺 
　　　　　ほか 2,153

改良事業合計 37,586

事業費 
（工事費） 

項　　目 

給 水 人 口  

給 水 戸 数  

年 間 総配水量  

年 間 有収水量  

１日最大配水量 

有 収 率  

導送配水管延長 

上
下
水
道
課（
内
線
1
3
2
2
）
 

その他 13,440
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勝
山
の
状
況
は 

　
勝
山
市
の
ご
み
の
量
は
、
市
民
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
１
人
１
日
あ
た
り

7
7
2
ｇ
（
県
平
均
9
4
9
ｇ
）
と
県
内

市
町
で
4
番
目
に
少
な
く
、
ま
た
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
も
３０
・
4
％
と
県
平
均
（
１８
・

8
％
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
（
い

ず
れ
も
平
成
１９
年
度
福
井
県
速
報
値
）。 

　
し
か
し
、
平
成
１１
年
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
操
業
停
止
に
よ
り
ご
み
の
量
が
減
少

し
ま
し
た
が
、
近
年
ご
み
の
量
が
増
加
し

て
お
り
、
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
下
が

っ
て
い
ま
す
。 

　「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
を
活
か
し
、

ご
み
の
減
量
化
や
分
別
、
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
、
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た

め
の
3
Ｒ
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
率
５８
％ 

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
う
ち
、

容
器
包
装
廃
棄
物
は
容
積
で
約
6
割
、
重

量
で
約
2
〜
3
割
を
占
め
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
勝
山
市
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
と
勝

山
市
が
6
月
に
行
っ
た
市
内
量
販
店
で
の

マ
イ
バ
ッ
グ
調
査
で
は
、
５８
％
の
か
た
が

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
お
り
、
県
内
で

も
高
い
持
参
率
と
の
調
査
結
果
が
出
ま
し

た
。
今
後
も
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

10月は3Ｒ推進月間です 10月は3Ｒ推進月間です 
　ごみを限りなく少なくし、環境への悪

い影響を極力減らすことと、限りある地

球の資源を有効に繰り返し使う社会（＝

循環型社会）を創りましょう。 

Reduce （リデュース） 廃棄物の発生抑制 

Reuse （リユース） 再利用 

Recycle （リサイクル） 再資源化 

生
活
環
境
課（
1

８８
‐
8
1
0
4
）
 

収集ごみ量およびリサイクル率の推移 

マイバッグ持参率の推移 
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9
月
定
例
市
議
会
が
9
月
5
日
か
ら
２４
日

ま
で
の
日
程
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

山
岸
市
長
は
、
福
井
社
会
保
険
病
院
の
今

後
に
つ
い
て
、「
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

に
掲
げ
た
『
少
子
・
長
寿
化
等
に
対
応
し
た

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
』
の
観
点
か
ら

も
、
総
合
病
院
の
存
在
は
根
幹
を
な
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
そ
の
機
能
を
必
ず
存
続
さ
せ

て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。」
と
一
般
質
問

で
応
え
ま
し
た
。

●
予
　
算
●

一
般
会
計
は
、
１
億
5
0
5
2
万
8
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
１
１
5
億
1
2
6
5
万

4
千
円
と
し
ま
し
た
。

増
額
補
正
の
主
な
内
容
は
、
民
間
除
雪
委

託
に
か
か
る
固
定
費
の
新
規
計
上
、
原
油
高

騰
に
よ
る
指
定
管
理
委
託
料
・
各
施
設
の
高

熱
水
費
の
増
額
、
耐
震
診
断
未
実
施
7
施
設

の
予
算
計
上
、
保
育
園
入
所
児
童
増
に
伴
う

補
正
な
ど
、
緊
急
か
つ
市
民
生
活
に
直
結
す

る
経
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
、
下
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
の
補
正

が
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
会
計
は
、
水
道
事
業
の
補
正
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
条
例
等
●

・
市
民
会
館
お
よ
び
教
育
会
館
の
一
部
改
修

に
伴
い
、
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

・
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
民
営
化
に
向
け
て

4
つ
の
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

・
農
村
集
落
多
目
的
共
同
利
用
施
設
を
無
償

で
譲
渡
す
る
た
め
、
条
例
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た

・
委
員
会
条
例
な
ど
、
市
議
会
に
関
す
る
条

例
、
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

●
そ
の
他
●

・
そ
の
他
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
、

5
つ
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

・
3
つ
の
意
見
書
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

・
3
つ
の
陳
情
が
採
択
、
2
つ
の
陳
情
が
趣

旨
採
択
、
2
つ
の
陳
情
が
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た

●
委
員
の
選
任
●

（
敬
称
略
）

・
勝
山
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

福
田
　
　
稔
（
平
泉
寺
町
赤
尾
）

・
勝
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

松
井
つ
ね
子
（
元
町
１
）

一般質問で答弁をする
山岸市長

業
務
状
況
（
表
①
）

本
年
度
に
お
い
て
は
、
給
水
人
口
、
給
水

戸
数
、
年
間
総
配
水
量
、
年
間
有
収
水
量
、

有
収
率
に
つ
い
て
、
前
年
度
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

有
収
水
量
減
少
の
要
因
は
、
前
年
度
実
施

で
き
な
か
っ
た
洗
管
作
業
を
2
年
ぶ
り
に
実

施
し
た
こ
と
、
お
よ
び
配
水
管
か
ら
の
漏
水

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

財
政
状
況
（
表
②
）

本
年
度
の
総
事
業
収
益
は
3
億
１
2
7
7

万
3
千
円
、
総
事
業
費
用
は
3
億
2
9
3
6

万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
当

年
度
は
純
損
失
１
6
5
9
万
4
千
円
を
計
上

す
る
結
果
と
な
り
、
そ
の
補ほ

填て
ん

に
本
年
度
も

利
益
積
立
金
を
充
て
ま
し
た
。

一
方
、
資
本
的
収
入
は
、
2
億
5
0
1
1

万
１
千
円
、
資
本
的
支
出
は
4
億
１
8
0
7

万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
１

億
6
7
9
6
万
7
千
円
の
不
足
額
は
、
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
当
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
で
補
填
し
ま

し
た
。

総
括
事
項

毎
年
良
質
で
低て

い

廉れ
ん

な
水
道
水
の
安
定
供
給

を
図
り
な
が
ら
、
勝
山
市
水
道
事
業
の
健
全

な
財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

本
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
損
失
を
計
上

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
の
主
で
あ

る
水
道
料
金
収
入
に
お
い
て
は
、
給
水
人
口

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
比
2
％
の
減

収
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
支
出
に
お
い
て
は
減
価
償
却
費
や

企
業
債
の
元
金
償
還
が
増
加
し
、
経
営
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
更
に
経
営
の
効
率
化
を
図
り
な

が
ら
、
か
つ
清
浄
で
安
全
な
水
の
供
給
と
既

存
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
充
実
を
怠
る
こ

と
な
く
、
累
増
す
る
償
還
な
ど
に
要
す
る
費

用
お
よ
び
減
価
償
却
費
に
対
応
し
得
る
経
営

基
盤
の
確
立
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
7
年
連
続
で
損
失
を
計
上
す
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
勘
案
し
、
料
金
改

定
の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
算
書
を
勝
山
市
立

図
書
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。


